
年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 3 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 4

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
人類史的な諸事象をもとに，それらの事象の時間的・空間
的な規則性，傾向性や，諸地域の特徴と関連性、現代社会
の現状や要因，解決に向けた取り組みなどについて理解す
ること。

人類史的な諸事象について，場所の特徴や自然および社
会的条件との関わりなどに着目して，主題を設定し，そ
れらの事象を各、様々な資料の読み取りを通じて、現代
社会の要因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現
すること。

現代社会における歴史的事象に関する考察を通じて，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的
に追究しようとすること。

詳説世界史（山川出版）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開を理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけ
る。
地理や歴史に関わる事象の意味や意義を、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察し、社会の諸課題解決に向けて構想・説
明・議論する力を身につける。
地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。また、自国と同様他国の文化を尊
重する大切さについての自覚を深める。

態
配当
時数

１
学
期

・人類が自然環境に適応しながら進化し，農耕・牧畜を基礎
とする諸文明を築き上げたことに気付くと同時に，人類と言
語の分化を理解させる。
・地中海一帯の地理的特質を把握し，エーゲ文明，ギリシ
ア・ヘレニズム文明の特徴を理解させる。
・西アジア世界の地理的特質を把握し，オリエント文明の盛
衰，イラン人の活動を理解させる。
・東アジアの地理的特質を把握し，中国文明の起源，殷・周
の成立から秦・漢帝国の動向までを理解させる。

第１章　文明の成立と古代文明の
特質
第２章　中央ユーラシアと東アジ
ア世界

観点：西アジア世界の地理的特質，オリエント文明，イラン人王朝の活動とそ
の文明，古代ギリシア・ローマ文明の特徴を理解し，その基本的な知識を身に
つけているか。

方法：ノートや課題作成、確認テストなどを加味して総合的に評価する。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

40

・内陸アジアの地理的特質を把握し，台頭した遊牧民とその
国家の動向を，オアシス民の活動とともに理解させる。
・イスラーム世界成立の背景とその特質，アラブ人による発
展とイスラーム帝国の形成を理解させる。
・地中海世界解体後，ヨーロッパ世界が東西に分かれ，ゲル
マン人移動後の西ヨーロッパでは，外部勢力との対抗の中で
封建社会が形成されていったことを理解させる。

第３章　南アジア世界と東南アジ
ア世界の展開
第４章　西アジアと地中海周辺の
国家形成
第５章　イスラーム教の成立と
ヨーロッパ世界の形成

観点：内陸アジアの動向やイスラームの特質やその形成過程，東方への拡大と
西方における変容，ゲルマン人の移動やノルマン人諸民族の侵入による影響，
フランク王国とローマ教皇の提携の意義などの基本的な知識を身につけている
か。

方法：ノートや課題作成、確認テストなどを加味して総合的に評価する。

○ ○ ○

1

２
学
期

・イスラーム教の伝播背景、その影響を理解させる。
・中華帝国を再現した明朝の動向とともに，朝鮮や日本など
東アジア世界の状況を理解させる。
・中世ヨーロッパ社会の変容背景と結果を理解させる。
・12世紀におけるモンゴル帝国の台頭と崩壊が諸社会に与え
た影響を理解させる。
・15世紀を端緒とする大交易・大交流がヨーロッパ、アジ
ア、アフリカ、アメリカの各諸地域にどのような影響をもた
らしたのか理解させる。

第６章　イスラーム教の伝播と西アジアの動向
第７章　ヨーロッパ世界の変容と展開
第８章　東アジア世界の展開とモンゴル帝国
第９章　大交易・大交流の時代
第10章　アジアの諸帝国の繁栄
第11章　近世ヨーロッパ世界の動向

観点：８世紀から12世紀にかけてのアジア、ヨーロッパ地域の変容を理解し，
その知識を身に付けているか。
15世紀を端緒とする大交易・大交流がヨーロッパ、アジア、アフリカ、アメリ
カの各諸地域にどのような影響をもたらしたのかを理解し，その知識を身に付
けているか。

方法：ノートや課題作成、確認テストなどを加味して総合的に評価する。
〇 〇 〇 34

定期考査
○ ○

〇

・ドル＝ショック，オイル＝ショック以降の国際経済の再
編，冷戦の終結への流れを理解させる。
・東欧社会主義圏の消滅，ソ連邦の解体と民族紛争，グロー
バル経済の進展を理解させる。

第19章　冷戦の終結と今日の世界 観点：20世紀という時代に19世紀までとは性格の異なる人類史的特質を見いだ
し、社会の急激な変化の具体的な様相と関連付けて、多面的・多角的に考察
し、その過程や結果を適切に表現している。

方法：ノートや課題作成、確認テストなどを加味して総合的に評価する。

37

定期考査 〇 〇 1

・帝国主義の特質と，帝国主義時代における欧米列強諸国の
国家・社会の変化を理解させる。
・帝国主義時代の欧米列強による世界各地の分割や植民地化
をめぐる競合と，従属させられた地域社会の抵抗と変容を理
解させる。
・欧米諸国の支配を受けたアジア諸国の改革と民族運動の形
成を理解させる。
・第一次世界大戦とロシア革命が国際秩序に大きな変化をも
たらし，20世紀の変動の基点となったことを理解させる。
・国際協調を基調としたヴェルサイユ体制下の欧米諸国の動
向を理解させる。
・第二次世界大戦後，米・ソを中心とした冷戦体制が成立
し，東西両陣営に世界が分裂したことを理解させる。
・中華人民共和国の成立や朝鮮の分断，アジア諸地域の独立
の過程を理解させる。
・朝鮮戦争などによる米ソ冷戦の激化から，日本・西欧の経
済復興や｢雪どけ｣の始まりによって，国際政治や経済が多極
化に向かったことを理解させる。
・戦後の20年間に段階的に独立を達成したアジア・アフリカ
諸国が第三勢力として躍進し，発言力を強めたことを理解さ
せる。
・米・ソの両大国の動揺と国際的な影響力の減退を理解させ
る。
・冷戦終結の過程及びグローバル化の特質について理解さ
せ、現代社会に与えた影響と課題について考察させる。ま
た、地域統合やナショナリズムの強化について、各地域を比
較して基本的知識を理解させる。

第15章　帝国主義とアジアの民族運動
第16章　第一次世界大戦と世界の変容
第17章　第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成
第18章　冷戦と第三世界の台頭

観点：第一次世界大戦の原因・性格・影響や，ロシア革命の展開，国際連盟の
役割，ヴェルサイユ・ワシントン体制の特徴，アジア諸国の民族運動の高揚な
どを理解し，その知識を身に付けているか。また、世界恐慌の原因と影響，各
国の恐慌対策，ファシズム台頭の背景と経過，第二次世界大戦の原因や性格を
理解し，その知識を身に付けているか。
米ソの対立による冷戦体制がヨーロッパでの東西対立だけでなく，アジア各地
にも大きな影響を与えたことを把握し，各地域の戦後の動向を大まかにつかん
でいるか。
　
方法：ノートや課題作成、確認テストなどを加味して総合的に評価する。

〇 〇

140

〇 〇 〇
5

合計


